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は 

じ 

め 

に 

揖
斐
郡
読
書
感
想
文
推
進
委
員
会 

顧
問 

 

竹
中 

健
二 

  

「
読
書
感
想
文
が
一
分
で
書
け
て
し
ま
う
時
代
に
突
入
」
と
い
う
衝
撃
的
な
見
出
し
が
、
夏
休
み
前
の
新
聞
紙
面
を
飾
り
ま
し
た
。
人
々
の
よ
り
よ
い
生
活
を
生

み
出
す
た
め
に
、
Ｉ
Ｔ
関
連
事
業
は
技
術
革
新
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
与
え
ら
れ
た
い
く
つ
も
の
条
件
に
合
わ
せ
て
自
動
的
に
文
章
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
生
成
Ａ
Ｉ
」
が
完
成
し
、
誰
で
も
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
格
段
に
仕
事
の
効
率
が
ア
ッ
プ
す
る
職
種
も

多
く
あ
る
で
し
ょ
う
。
生
活
し
や
す
く
な
る
人
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
便
利
な
世
の
中
に
な
っ
た
も
の
で
す
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
技
術
を
「
読
書
感
想
文
」
に
利
用
し
よ
う
と
思
い
つ
く
と
は
…
。
よ
ほ
ど
、
読
書
感
想
文
を
書
く
こ
と
を
苦
手
と
思
っ
た
大
人
が
た
く
さ

ん
い
た
の
で
す
ね
。
な
ん
で
も
、
指
定
し
た
年
齢
の
児
童
生
徒
に
あ
っ
た
表
現
力
や
言
語
能
力
で
、
指
定
し
た
文
字
数
で
感
想
文
を
完
成
さ
せ
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

で
も
、
こ
れ
は
読
書
感
想
文
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

  

読
書
感
想
文
は
、
文
字
通
り
「
読
書
」
し
た
「
感
想
」
の
「
文(

章)

」
で
す
。
ま
ず
も
っ
て
、
読
書
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
を
読
む
行
為
、
本
を
読
ん
で

心
動
か
さ
れ
た
経
験
が
必
要
で
す
。
次
に
「
感
想
」
が
必
要
で
す
。
本
を
読
ん
だ
と
き
に
、
心
に
浮
か
ん
だ
考
え
や
思
い
が
「
感
想
」
で
す
。
こ
の
感
想
は
、
人
に

よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
文
章
を
読
ん
で
も
、
心
に
浮
か
ん
だ
考
え
や
思
い
は
違
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
五
感
を
通
じ
て
、
ま
た
周
り
の
人
た
ち
や

先
哲
か
ら
学
ん
だ
「
今
ま
で
の
経
験
」
を
も
と
に
感
想
を
も
つ
か
ら
で
す
。
こ
こ
に
Ａ
Ｉ
と
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。 

 

Ａ
Ｉ
は
、
過
去
に
書
か
れ
た
も
の
の
膨
大
な
デ
ー
タ
か
ら
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
や
表
現
を
見
つ
け
出
し
、
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
、
適
切
な
流
れ
に
な

る
よ
う
に
並
べ
て
い
き
ま
す
。
た
と
え
、
設
定
し
た
年
齢
に
ふ
さ
わ
し
く
、
内
容
的
に
わ
か
り
や
す
く
表
現
さ
れ
て
い
て
も
、
や
は
り
そ
れ
は
、
読
書
感
想
文
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
読
書
感
想
文
は
、
読
書
を
通
し
て
心
を
揺
り
動
か
さ
れ
、
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
と
い
う
人
間
的
な
営
み
の
成
果
な
の
で
す
か
ら
。 

  

今
年
度
、
揖
斐
郡
内
で
読
書
感
想
文
に
取
り
組
ん
だ
児
童
生
徒
は
２
１
３
３
人
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し
み
、
そ
こ
で
感
じ

た
自
分
の
思
い
を
表
現
す
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
自
分
の
考
え
を
も
ち
表
現
す
る
こ
と
や
、
挑
戦
す
る
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
先
の
未
来
を
生
き
抜
く
た
め
に
、
と
て
も
大
切
な
力
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
読
書
感
想
文
を
書
く
こ
と
を
通
し
て
、
国
語
や
言
葉
の
力
だ
け
で
な
く
、

人
と
し
て
大
切
な
力
も
育
ん
で
い
る
の
で
す
。
こ
の
読
書
感
想
文
集
に
は
、
厳
正
な
審
査
の
も
と
、
文
章
構
成
・
内
容
・
表
現
等
に
お
い
て
優
れ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
、
揖
斐
郡
代
表
と
し
て
岐
阜
県
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
し
た
作
品
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
本
冊
子
を
手
に
取
り
、
子
ど
も
た
ち
の
瑞
々
し
い

感
性
や
鋭
い
主
張
、
心
温
ま
る
思
い
に
触
れ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

  

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
審
査
に
当
た
り
お
世
話
に
な
っ
た
、
揖
斐
郡
内
各
校
の
先
生
方
、
各
校
代
表
の
読
書
感
想
文
推
進
委
員
、
揖
斐
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
の

皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
、
巻
頭
言
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

令
和
五
年
十
月 
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令
和
五
年
度 

 
 
 

揖
斐
郡
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
実
施
要
項 

 

一
．
名
称 

 
揖
斐
郡
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル 

二
．
目
的 

 
学
校
図
書
館
に
お
け
る
読
書
指
導
の
充
実
振
興
と
児
童
・
生
徒
の
健
全
か
つ
豊
か
な
心

の
育
成
と
読
書
能
力
の
向
上
に
資
す
る
。 

三
．
主
催 

 

揖
斐
郡
教
育
会 

 

 

揖
斐
郡
教
育
研
究
会
：
読
書
感
想
文
推
進
委
員
会 

四
．
期
日
と
会
場
と
審
査
方
法 

 
 
 
 

地
区
審
査
・
・
・
令
和
五
年
八
月
下
旬 

午
後
二
時
よ
り
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で 

 

各
地
区
理
事
が
設
定
し
た
場
所
で
地
区
ご
と
の
図
書
館
主
任
が
、
審
査
委
員

会
を
構
成
し
て
行
う
。 

       

郡
審
査
・
・
・
・
令
和
五
年
九
月
四
日 
午
後
一
時
よ
り
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で 

 

揖
斐
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
、
揖
斐
郡
読
書
感
想
文
推
進
委
員
会
役
員
で
審
査

委
員
会
を
構
成
し
て
行
う
。 

五
．
応
募
規
定 

 
 
 
 
 
 

◆
用
紙 

 

原
稿
用
紙
を
使
用
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

◆
出
品
作
品 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
自
由
図
書
の
部
・
・
・
小
説
、
童
話
、
民
話
、
戯
曲
、
詩
歌
、
伝
記
、
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
ど 

課
題
図
書
以
外 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
課
題
図
書
の
部
・
・
・
課
題
図
書 

 
 
 
 
 
 

◆
字
数
（
題
名
、
学
校
名
、
氏
名
は
除
く
） 

・
小
学
校
低
学
年
・
・
・
・
・
八
百
字
以
内 

・
小
学
校
中
、
高
学
年
・
・
・
千
二
百
字
以
内 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
中
学
校
・
・
・
・
・
・
・
・
二
千
字
以
内 

 
 
 
 
 
 

◆
作
品
に
は
、
必
ず
応
募
票
を
つ
け
る
。 

 
 
 
 
 
 

◆
各
学
校
で
部
門
別
に
応
募
点
数
を
把
握
し
、
報
告
す
る
。 

六
．
審
査
委
員 

 
 
 
 

委
員
長
・
・
・
・
揖
斐
郡
小
中
学
校
読
書
感
想
文
推
進
委
員
会
顧
問 

 
 
 
 

副
委
員
長
・
・
・
揖
斐
郡
小
中
学
校
読
書
感
想
文
推
進
委
員
会
主
任 

 
 
 
 

委
員
・
・
・
・
・
揖
斐
郡
小
中
学
校
読
書
感
想
文
推
進
委
員
会
役
員
、
地
区
理
事 

 

七
．
審
査
に
つ
い
て 

 
 

（
１
）
審
査
は
、
小
学
校
低
・
中
・
高
学
年
、
中
学
校
の
四
部
門
に
分
け
、
さ
ら
に
部
門
別
、 

 

学
年
別
に
行
う
。 

 
 

（
２
）
賞
の
種
類
及
び
点
数 

 
 
 
 

①
特
選
（
入
選
者
の
中
か
ら
） 

※
揖
斐
郡
の
代
表
と
し
て
県
へ
送
付
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
学
校
低
学
年
の
部
・
・
・
自
由
・
課
題
両
部
門
含
み 

計
三
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
学
校
中
学
年
の
部
・
・
・
自
由
・
課
題
両
部
門
含
み 

計
三
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
学
校
高
学
年
の
部
・
・
・
自
由
・
課
題
両
部
門
含
み 

計
三
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
学
校
の
部
・
・
・
・
・
・
自
由
・
課
題
両
部
門
含
み 

計
三
点 

 
 
 
 

②
入
選
・
・
・
各
学
年 

自
由
・
課
題
ご
と
に
全
体
数
の
三
割
合
程
度 

 
 
 
 

③
佳
作
・
・
・
入
選
ま
で
い
か
な
い
が
、
よ
い
作
品
を
認
め
る
。 

八
．
審
査
の
窓 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

① 

読
書
の
喜
び
や
楽
し
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 

② 

読
書
に
よ
る
自
己
の
変
容
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 

③ 

学
年
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
考
え
方
・
感
じ
方
を
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

・
小
学
校
低
・
中
学
年
で
は
、
読
ん
で
楽
し
い
作
品
で
あ
り
た
い
。 

 
 
 
 

・
小
学
校
高
学
年
で
は
、
広
い
視
野
か
ら
作
品
を
捉
え
た
も
の
で
あ
り
た
い
。 

 

 
 
 
 

・
中
学
生
は
、
自
分
の
体
験
を
土
台
に
し
て
批
評
を
加
え
た
り
、
共
感
を
し
た
り
し
て
い
る 

 
 
 
 
 

作
品
が
望
ま
し
い
。 

④ 

自
分
の
言
葉
で
生
き
生
き
と
表
現
し
て
い
る
。 

 
 
 

⑤ 

自
分
の
意
見
や
感
想
を
素
直
に
述
べ
、
読
み
手
に
よ
く
分
か
る
。 

 
 
 

⑥ 

図
書
の
選
択
が
、
発
達
段
階
に
適
し
て
い
る
。 

 
 
 

⑦ 

部
分
的
で
な
く
、
作
品
全
体
の
感
想
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 

⑧ 

応
募
規
定
に
達
し
て
い
る
。 

九
．
そ
の
他 

 
 
 
 

作
品
の
応
募
に
際
し
て
、
十
分
に
指
導
し
て
お
き
た
い
こ
と 

 
 
 
 
 
 

・
文
章
の
構
成
は
よ
い
か
。 

 
 
 
 
 
 

・
文
章
の
ね
じ
れ
は
な
い
か
。 

 
 
 
 
 
 

・
誤
字
・
脱
字
は
な
い
か
。 

 
 
 
 
 
 

・
文
字
は
丁
寧
で
読
み
や
す
い
か
。 

十
．
作
品
集 

 
 

優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
「
読
書
感
想
文
優
秀
作
品
集 

第
二
十
八
集
」
と
し
て
ま
と
め
る
。  
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郡への出品数 特選 入選 佳作
小学校・低　　自由 20 1 4 15
小学校・低　　課題 21 2 5 14

１年自由 13 0 3 10

１年課題 8 1 2 5

２年自由 7 1 1 5

２年課題 13 1 3 9

小学校・中　　自由 17 2 3 12
小学校・中　　課題 20 1 6 13

３年自由 7 1 1 5

３年課題 12 1 3 8

４年自由 10 1 2 7

４年課題 8 0 3 5

小学校・高　　自由 20 2 4 14
小学校・高　　課題 12 1 3 8

５年自由 10 1 1 8

５年課題 6 0 1 5

６年自由 10 1 3 6

６年課題 6 1 2 3

小学校 110 9 25 76
中学校　　自由 50 3 8 39

中学校　　課題 10 0 6 3
中１自由 18 2 3 13

中１課題 0 0 0 0

中２自由 16 0 2 14

中２課題 9 0 6 3

中３自由 16 1 3 12

中３課題 1 0 0 0

中学校 60 3 14 42

令和５年度揖斐郡読書感想文　郡出品数・入賞者数

 


